
宮内庁書陵部は、皇室伝来品を中心とする古文
書や古典籍類、明治以降の公文書類、陵墓等から
出土した考古資料などを収蔵・管理している部署
で、その収蔵品は45万点以上に及びます。
私の所属する図書課図書調査室の仕事は、未
整理の資料の内容を調査し明らかにすること、中
でも特に歴史的価値の高いものに関しては翻刻出
版することです。また、貴重な資料群の永久保存に
努めながら、収蔵品のウェブ上での公開や、必要
に応じて美術館・博物館への貸出業務などにも携
わっています。いずれも我が国の歴史や文学、美術
といった文化の根幹に関わる仕事で、とてもやり
がいを感じています。　
これまで私は大学・大学院において史学を専攻

し、日本中世史を専門にしてきました。そもそも人
文社会学系の学問とは、人間とは何か、を問うも
のであり、自らも様々な経験を通して社会と関わっ
ていきたいと思い続けており、その一つに出産・育
児がありました。もちろん、それが研究や仕事のス
キルアップに直接寄与するわけではありません
が、人間の営みへの好奇心という点では、同じとこ
ろに根ざしていると認識しています。

実際に育児に直面してみると、想像以上の大変
さが待っていました。これまで自分の納得がいくま
で思う存分に仕事や研究に専念していた生活から
一転、子供を経済面・生活面で物質的に支えてい
かなくてはならないと同時に、その子の精神的支
柱としても生きなければならない。とても大袈裟な
ようですが、私自身これまでとは生きる意味が変
化したと感じています。
多くの働く親が実感しているように、子育てに
関しては、決して人任せにできない部分が少なか
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宮内庁入庁（選考採用）
書陵部図書課図書調査室室員
古文書・古記録などの古典籍類の調査、翻
刻、研究に関する業務

～結婚

～長女出産
　産前・産後休暇、育児休業（1年）

書陵部図書課図書寮文庫第二図書調査
室主任研究官
古文書・古記録などの古典籍類の調査、翻
刻、研究及び展示並びにウェブ公開・展示
に関する業務

～夫育児休業(1年）

～長男出産
　産前・産後休暇、育児休業（3年）

書陵部図書課図書寮文庫第二図書調査
室主任研究官
古文書・古記録などの古典籍類の調査、翻
刻、研究及び展示並びにウェブ公開・展示
に関する業務

Profile

池和田 有紀

宮内庁
書陵部図書課図書寮文庫第二図書調査室

主任研究官
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制度を利用する上で、周囲に迷惑を掛ける、自分のスキルやポジションが無くなるのでは
ないかなど数えきれない不安がありますが、休業は一時と割り切って、それでも仕事に対する
情熱だけは失わず、復帰後は、常に謙虚な姿勢でバリバリ楽しく職務に邁進しましょう。

研究職の仕事

子供との生活

制度を活用して

女性職員へのメッセージ

ゆ きい け わ だ
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起床、身支度、お弁当作り
朝食準備・長男（年少）登園準備
電車通学の長女（小１）を駅まで
送り、一旦帰宅、朝食
出勤（長男の送りは夫）
始業
退庁（育児時間２時間）
長男迎え（幼稚園延長保育）
帰宅、長女学童保育より帰宅
子供の宿題・習い事のおさらい
をチェック
夕食準備、入浴、夕食
読み聞かせ、寝かしつけ
掃除、洗濯、食器片付け、子供の
持ち物チェックなど家事全般
就寝

一日の
タイムスケジュール例

押されました。有り難いことに、「昔は育休なんて
なかった。今の人は恵まれている」などと言われた
ことは一度もありませんでした。
今後、就労しながらの出産・育児を検討している
方に対し、自らの選択を一つのサンプルとして提
示させていただくことが、そうした先輩方から頂い
た数々の御配慮への恩返しだと思っています。

らずあります。掃除や洗濯など、家電機器を使いこ
なすことで、ある程度負担が軽減される家事があ
る一方、例えば食事は外食やお総菜ばかり、生活
の面倒は保育園・学童・シッターサービスに一切
お任せというわけにはいきません。大人のように
は割り切れない幼児にとって、親が直接関わって
やらなければならない部分がたくさんあるのです。
しかし、自身の仕事のクオリティや、身体的・精
神的な健康状態も一定レベルを維持せねばなら
ず、仕事にせよ子供との生活にせよ、どこをどのよ
うに手厚くするのか、あるいは手を抜くとすればど
の部分なのか、模索する日々は育児7年目となって
も続いています。　
今では長女も小学1年生となり、生活面ではだ

いぶ手がかからなくなってきましたが、義務教育と
いう社会の入口において、相応の学力が身に付い
ているか、対人関係はどうかなど、新たな局面を迎
えて、まだまだ「親の目配り」が必要だと感じてい
ます。

職場の理解もあり、産前後休、育休、育児時間
等、可能な限り制度を活用させていただいていま
す。当初は利用することにためらいもありました
が、むしろそのような制度がなかった時代に苦労
して仕事をしながら子育てをされてきた先輩職員
の方々から、制度を上手に活用すべき！と背中を

本省課長補佐級
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